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第２４０号

もっと小美玉を語りたくなるマガジン

今月の表紙

2025年夏の総体後から、 拠点校

として活動を開始しました。 合流し

た当初は生徒も緊張があったと思

いますが、 野球が好きな者同士、

すぐに打ち解けました。 今では学年

を問わずお互いを認め合える、 非

常に仲の良いチームになりました。

今のチームの強みは、 「野球に全力

で取り組む」 という目標に向かっ

て、 練習から一生懸命に頑張れる

ことです。 それが、 試合の厳しい

場面での踏ん張りにつながってい

ると思います。

指導では、 どの学校の生徒

にも分け隔てなく接するこ

とを心がけています。 生

徒の成長を保護者や指導

者みんなで喜べるのが、

何より嬉しいですね。

拠点校

オール小美玉クラブ

教育委員会　教育指導課　☎0299-48-1111（内線2232）問

小美玉市内中学生数の推移見込み （義務教育学校含む）

部員数が少人数のため単独

で大会に参加できない場合、

複数校で大会に参加する。

市内一つの学校が他校の生

徒を受け入れて活動する。 拠

点校として大会に参加可能。

社会教育の一環として、 地

域のスポーツ団体や文化団体

などが主体となり活動する。

合同チーム拠点校地域クラブ
（小美玉スポーツクラブ等）

学校主体地域主体 学校主体

村 尾  優 樹 さん

む ら お ま さ き

副主将

（美野里中学校）

藤 田  明 英 さん

ふ じ た あ き ひで

監督

（玉里学園義務教育学校 教諭）

チームみんなで集まれる

休日練習は楽しいです！

団結力も上がります。

段階的に進む地域展開

これまで学校教育の一環として親しまれてきた部活動が、 大きな

転換期を迎えています。 背景には、 少子化による生徒数の減少

と、 指導を担う教員の長時間勤務という全国的な課題があります。

市内の状況を見ると、 令和7年度の中学生数 （義務教育学校

を含む） は1,145人ですが、 令和14年度には1,000人を下回る

見込みです。 運動部ではすでに、 部員不足によりチームが組

めず、 他校との 「合同チーム」 で大会に出場する競技もあります。

このままでは、 子どもたちが 「やりたい競技や活動」 を続けたく

ても、 受け皿がないという事態になりかねません。 そこで市は、

生徒にとって望ましい持続可能な活動環境を整えるため、 学校

という枠組みを超え、 地域全体で支える 「地域展開」 に向け

た改革を進めています。

今後の中学生の減少に対応するため、 学校部活動の改革に取り

組み、 まずは休日の部活動から段階的に地域展開を進めます。

単一校での部活動運営を見直し、実態に応じて複数校による 「拠

点校」 や、 地域が主体となる 「地域クラブ」 への移行を目指して

実証事業を行っています。 改革には、 指導者の確保や、 家庭に

運営費等をご負担いただく 「受益者負担」 のあり方など、 解決す

べき課題も多くあります。 しかし、 地域指導者の専門的な視点が

入ることは、 技術向上はもちろん、 多様な大人との交流を通して

成長につながるという面もあります。 子どもたちがスポーツや文化

活動に親しめる地域であり続けるために、 皆さまのご協力をお願

いします。

※小学1年生から中学3年生までの在籍人数 （令和7年5月1日現在） および住民基本台帳から試算
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7年後には

市内中学生数が

1000人以下に？！

小川南中

小川北義務

平日練習

平日練習

玉里学園

平日練習 拠点校
（美野里中）

土日のどちらか一方は、

美野里中学校での合

同練習や他校との練

習試合などを実施。

休日

拠点校「オール小美玉クラブ」の場合

多くの中学生が打ち込んでい

る学校の部活動。市内中学校

には運動部が10種目、文化

部が3種目あり、約8割の生

徒が部活動に所属しています

が、少子化の影響でこれまで

通りの活動を続けることが難

しくなっています。

子どもたちがスポーツや文化

活動に親しみ、心身の成長に

つなげられる環境を維持する

ために。部活動の今とこれか

らのこと、考えてみませんか。
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地域クラブ参加者の声学校部活動・地域クラブ
（令和8年4月）

出典 ： 小美玉市地域クラブ活動実施状況に関するアンケート （令和 6 年 8 月）

今後さらにあったらいいなと思うものは？

地域クラブ参加者の73％が 「とて

も満足」 「満足」 と回答しました。

そのうち、 満足の理由として 「練習

の質」 を挙げる方が24人 （53％）

と最も多く、 「指導者の質」 が18人

（40％） と続きました。

今後は学校以外での活動を希望す

る声も多くありました。

活動の満足度は？練習や指導者の質向上が
活動の満足感に

とても
満足

13人

普通

11人

20人

満足

 1人

（回答者 ： 45 人）

不満
学校施設以外での活動

練習などの活動内容に
自分たちの意見を取り入れたい

他クラブとの交流戦

他校の生徒の加入

地域クラブ活動の
活動回数増加

15人

13人

12人

10人

8人

小川南中

野球 サッカー
※

ソフト
ボール

ソフト
テニス

剣道 陸上競技 柔道 卓球
バスケット
ボール

バレー
ボール

演劇
美術

学芸・文芸
吹奏楽

美野里中

玉里学園

小川北義務

単独または
合同チーム

男子 女子 男女
混合

拠点校 地域クラブ
（国庫補助事業）

休日の活動について拠点校や地域クラブへの移行を進めます。

拠

地域クラブ （実証事業）

男子卓球クラブ

玉里学園義務教育学校卓球部のう

ち、 希望する生徒が参加していま

す。 毎週土曜日の練習は3時間。

平日に比べて時間が確保でき、 基

礎から応用までしっかり取り組めま

す。 素振りやフットワークから始ま

り、 実戦に近い練習まで、 コーチ

2名で指導しています。

総体で中央地区に進める力をつけ

ることを目標にしつつ、 楽しく続け

てもらうことを大事にしています。

引退後の9年生でも、 勉強に支障

のない範囲で通う生徒もいて、 卓

球が好きな子の受け皿になってい

ると思います。

美野里中学校演劇部

地域クラブ （実証事業）

美野里クラブジュニア部は小中学生が所属し、 毎週日曜日

に活動しています。 美野里中陸上部の希望者や陸上部のな

い中学校の生徒、 他の部活との兼部、 市外からなど、 幅広

く参加中です。 指導では言葉で指摘するよりも、 練習の中

で自然に上達できるメニュー作りを心がけています。 他の

競技と同じく、 今後も継続していくためには指導者の確保

が課題だと思います。

美野里クラブ

地域クラブ （実証事業）

鶴 町  みち 子 さん

つ る ま ち

川 崎  明 祐 さん

か わ さ き あ き ひ ろ

コーチ

練習を重ねるうちに、

大会でも勝てるように

なりました。覚えた技が

決まるとうれしいです！

キャプテン

田口 大翔 さん

た ぐ ち や ま と

（玉里学園）

地域クラブ「男子卓球クラブ」の場合

平日の放課後は学校の体育館で練習。土曜日

は「タスパ」のトレーニングルームで、地域クラブ

として練習している。

タスパ
ジャパンミート パーク

玉里学園

男子卓球部

平日練習 休日練習

男子卓球クラブ

石岡運動公園など美野里中

陸上部

平日練習 日曜日

美野里クラブ

四季文化館みの～れ美野里中

演劇部

平日練習 月１～２回

技術指導・演技指導

Q.Q.

拠

拠

拠

ひろき あおい あべ よしかず

校内での平日の部活の他に、 月に１〜2回はみの～れの舞台を

使って公演本番と同じ環境で稽古をしています。 卒業生で俳

優の廣木葵さんや、 みの～れ技術スタッフの阿部喜一さんから

は、 演技 ・ 照明 ・ 音響などの専門的な助言をいただき、 私た

ちも聞き漏らすまいと真剣です。 演劇作品作りを通して、 部

員の主体性やコミュニケーション力が育っていると感じます。
こもり はなえ

〈美野里中学校演劇部　部長　古森華絵さん〉

こむら こういち

〈美野里クラブ

ジュニア部代表

小村幸一さん〉

※小川南中、 小川北義務のサッカー部は、 令和８年総体後に拠点校となります。

4広報おみたま　2026.3



地域クラブ参加者の声学校部活動・地域クラブ
（令和8年4月）

出典 ： 小美玉市地域クラブ活動実施状況に関するアンケート （令和 6 年 8 月）

今後さらにあったらいいなと思うものは？

地域クラブ参加者の73％が 「とて

も満足」 「満足」 と回答しました。

そのうち、 満足の理由として 「練習

の質」 を挙げる方が24人 （53％）

と最も多く、 「指導者の質」 が18人

（40％） と続きました。

今後は学校以外での活動を希望す

る声も多くありました。

活動の満足度は？練習や指導者の質向上が
活動の満足感に

とても
満足

13人

普通

11人

20人

満足

 1人

（回答者 ： 45 人）

不満
学校施設以外での活動

練習などの活動内容に
自分たちの意見を取り入れたい

他クラブとの交流戦

他校の生徒の加入

地域クラブ活動の
活動回数増加

15人

13人

12人

10人

8人

小川南中

野球 サッカー
※

ソフト
ボール

ソフト
テニス

剣道 陸上競技 柔道 卓球
バスケット
ボール

バレー
ボール

演劇
美術

学芸・文芸
吹奏楽

美野里中

玉里学園

小川北義務

単独または
合同チーム

男子 女子 男女
混合

拠点校 地域クラブ
（国庫補助事業）

休日の活動について拠点校や地域クラブへの移行を進めます。

拠

地域クラブ （実証事業）

男子卓球クラブ

玉里学園義務教育学校卓球部のう

ち、 希望する生徒が参加していま

す。 毎週土曜日の練習は3時間。

平日に比べて時間が確保でき、 基

礎から応用までしっかり取り組めま

す。 素振りやフットワークから始ま

り、 実戦に近い練習まで、 コーチ

2名で指導しています。

総体で中央地区に進める力をつけ

ることを目標にしつつ、 楽しく続け

てもらうことを大事にしています。

引退後の9年生でも、 勉強に支障

のない範囲で通う生徒もいて、 卓

球が好きな子の受け皿になってい

ると思います。

美野里中学校演劇部

地域クラブ （実証事業）

美野里クラブジュニア部は小中学生が所属し、 毎週日曜日

に活動しています。 美野里中陸上部の希望者や陸上部のな

い中学校の生徒、 他の部活との兼部、 市外からなど、 幅広

く参加中です。 指導では言葉で指摘するよりも、 練習の中

で自然に上達できるメニュー作りを心がけています。 他の

競技と同じく、 今後も継続していくためには指導者の確保

が課題だと思います。

美野里クラブ

地域クラブ （実証事業）

鶴 町  みち 子 さん

つ る ま ち

川 崎  明 祐 さん

か わ さ き あ き ひ ろ

コーチ

練習を重ねるうちに、

大会でも勝てるように

なりました。覚えた技が

決まるとうれしいです！

キャプテン

田口 大翔 さん

た ぐ ち や ま と

（玉里学園）

地域クラブ「男子卓球クラブ」の場合

平日の放課後は学校の体育館で練習。土曜日

は「タスパ」のトレーニングルームで、地域クラブ

として練習している。

タスパ
ジャパンミート パーク

玉里学園

男子卓球部

平日練習 休日練習

男子卓球クラブ

石岡運動公園など美野里中

陸上部

平日練習 日曜日

美野里クラブ

四季文化館みの～れ美野里中

演劇部

平日練習 月１～２回

技術指導・演技指導

Q.Q.

拠

拠

拠

ひろき あおい あべ よしかず

校内での平日の部活の他に、 月に１〜2回はみの～れの舞台を

使って公演本番と同じ環境で稽古をしています。 卒業生で俳
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こもり はなえ

〈美野里中学校演劇部　部長　古森華絵さん〉

こむら こういち

〈美野里クラブ

ジュニア部代表

小村幸一さん〉

※小川南中、 小川北義務のサッカー部は、 令和８年総体後に拠点校となります。
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質問や答弁の映像を市議会サイトで

公開しています。 ぜひご覧ください。

小美玉市議会　議会中継 ▶

子ども議会の映像配信中
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議
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で
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も
議
会
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催
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れ
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内
4
か
所
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中
学
校
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義
務
教
育
学
校
の
生
徒
が
議
会
活

動
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
主
催
は
青
少
年
を
育
て
る
小
美

玉
市
民
の
会
、
小
美
玉
市
学
校
長

会
。
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

市
政
の
仕
組
み
や
議
会
の
活
動
に

関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

市
政
に
対
す
る
子
ど
も
た
ち
の
意

見
・
要
望
な
ど
を
ま
ち
づ
く
り
に

活
か
す
こ
と
を
目
的
に
毎
年
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
各
学
校
の
代
表
生
徒
は
順
番
に

質
問
者
台
に
立
ち
、
日
々
の
暮
ら

し
の
中
で
感
じ
る
市
政
へ
の
疑
問
や

課
題
に
つ
い
て
堂
々
と
質
問
し
、

提
案
を
述
べ
ま
し
た
。

文化ホールのイベントは、 どのように周知

しているか知りたい。 また、 イベントはど

のように企画しているのか。 学生もイベ

ントの企画作りに参加できる環境を検討

してほしい。

小川南中　長島 希帆 さん

文化センター活性化
ながしま きほ

羽鳥駅前や国道6号沿い、茨城空港周辺

などへ有名飲食チェーン店や、大手ブラン

ド店が集まったショッピングセンターの誘

致を提案したい。市では、このような計画

はあるのか。

美野里中　石橋 渓太郎 さん

商業施設の充実
いしばし けいたろう

地球温暖化の影響で夏休みが終わった

時期も非常に気温が高く、熱中症のリス

クも高まっている。６時間授業を増やすな

どで授業時間は確保しながら、夏休みの

一週間延長を提案する。

美野里中　倉田 壮祐 さん

夏休みの延長
くらた そうすけ

農業を始める際の金銭的支援や、ＳＮＳ等を

活用した農業の魅力や後継者問題の発信

を提案する。また、農家を増やすための補助

制度の計画や、取り組みがあれば知りたい。

美野里中　岩渕 陽仁 さん

農業の後継者問題
いわぶち はるひと

ごみのポイ捨てを防ぐため、 啓発チラシ

やポスターなどを通学路に設置してほし

い。 また、 地域や学校で行う清掃活動

を活性化させることで、 環境美化への意

識共有を図りたい。 

小川南中　郷原 希恵 さん

ごみのポイ捨て防止
ごうはら きえ

美野里中学校にミストシャワーの1基増設

と、屋外にウォーターサーバーを２台設置

してほしい。また、学校の熱中症対策とし

て取り組んでいることや、今後計画してい

ることがあれば知りたい。

美野里中　井坂 凜稀 さん

学校の設備
いさか りつき

自主防災組織補助金制度を活用した事

例や活用の見込みはあるか。 また、 市

全体の防災意識向上を図るため、 自主

防災組織と連携した大型防災フェスティ

バルの開催を検討してほしい。 

美野里中　連川 凛 さん

自主防災組織
つれかわ りん

美野里地区には、 大型図書館や学習室

などの学びの場が少ないので、 みの～れ

や羽鳥駅周辺に増やしてほしい。 学びを

通じた交流の場づくりにもつながると思う。 

美野里中　額賀 歩香 さん

学びの場の増設
ぬかが ほのか

通学路をより安全にするため、 どのよう

な取り組みや改善策がとられているの

か。 また、 危険を感じる小川南小学校

体育館前の横断歩道に、 信号の設置な

どを検討してほしい。

小川南中　大塚 晴琉 さん

通学路の安全対策
おおつか はる

通学距離が長い生徒の安全確保や保

護者の負担軽減、 部活動で拠点校への

移動をスムーズにするため、 市内巡回バ

スの停留所を、 各学校の近くや生徒が

多く住む地域に増設してほしい。 

美野里中　榎本 優杏 さん

下校時の安全対策
えのもと ゆあ

子どもの体力低下や運動不足の解消、

放課後の遊びや部活動、 習い事の自主

練習の場として、 玉里地区や小川地区に

も運動公園を増やしてほしい。 

小川北義務　三ツ橋 咲和 さん

運動公園の建設
みつはし さわ

中
学
生
が
市
に
質
問
・
提
案

議員証書授与8:25 リハーサルで段取り確認8:35 開会！ドキドキする～！9:00 順番に自己紹介9:10

はい！議長！9:15 考えてきたことを一人ずつ質問 それぞれの質問に市から回答 答弁を聞く子ども議員たち

子
ど
も
議
会 

開
催
報
告

子ども議会に密着！

前半議長 ： 三ツ橋さん

後半議長 ： 郷原さん

美野里中学校のＡＥＤは職員室・体育

館・校舎外壁に設置してあるが、1年生の

校舎にはないので増設してほしい。また、

中学生を対象とした定期的なＡＥＤ操作

講習・訓練を検討してほしい。

美野里中　小川 利夏 さん

ＡＥＤの増設
おがわ りな

記録的な猛暑の影響で、 冷房設備のな

い体育館での部活動で体調を崩す生徒

が多くいる。 そのため、 市内すべての学

校体育館とそのトイレに冷房設備を設置

してほしい。 

小川北義務　赤羽　柑菜 さん

学校の暑熱対策
あかば かんな

生涯学習課　生涯学習係　☎0299-48-1111 （内線2263）問

市バスの本数が少なく利用したいときに

利用できない。 バスの本数を増やすこと

はできないのか。 また、 現状の本数を増

やせない場合、 どのような対策等を考え

ているか聞きたい。 

玉里学園　関根 杏 さん

路線バスの増便
せきね あん

玉里北小学校は閉校前にはスポレク

デーなどに活用され、閉校後も少年団の

活動場所になっていたが、現在は活用さ

れていない。小学校跡地や周辺を、今後ど

のように活用していくのか聞きたい。

玉里学園　デルガディジョ辰夫 さん

閉校跡地の活用
たつお
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茨城空港や小美玉市の魅力などをテーマとした子ども

絵画コンクール「第18回茨城空港ゆめ未来芸術展」を

開催し、県内の児童・生徒が描いた応募作品1,239点

の中からグランプリが決定しました。

グランプリに輝いたのは、玉里学園義務教育学校５年

の永作 旭さんの作品「夢をのせて飛べ～甲子園～」で

した。審査員から「夢に見ている甲子園に、茨城空港

から飛行機に乗って行ってみたいなという気持ちが伝

わってくる」などと評価されました。

第18回茨城空港ゆめ未来芸術展

玉里学園 永
な が さ く

作 旭
あ さ ひ

さんがグランプリ受賞

小美玉市茨城空港利用促進協議会事務局

(基地・空港対策課内)

☎0299-48-1111　（内線2141）

問
入賞作品はこちら

ID 0 1 2 2 6 2

商工観光課　商工企業誘致係

☎0299-48-1111　（内線1162）

問

2月28日「ビスケットの日」に子どもたちへプレゼント

イトウ製菓株式会社が「でかビス」寄贈

元気っ子幼稚園の園児の皆さん

(一社)全国ビスケット協会が定めた「ビスケットの日

(２月２８日)」に合わせ、イトウ製菓株式会社(山
や ま さ き

崎 

敬
け い す け

介代表取締役社長)から市へ、特製ビスケット「でか

ビス」約6,000枚が寄贈され、小・中・義務教育学校

や幼稚園、保育園などを通して市内の子どもたちに配

られました。この寄贈は、子どもたちにイトウ製菓株式

会社の工場が市内にあることやビスケットの美味しさ

を改めて知ってもらい、ビスケットに親しみを持っても

らいたいという目的で行われました。

ビスケットの日に、学校などで「でかビス」が配られる

と、子どもたちは喜んで受け取っていました。

相談料 は頂いておりません

相続

司法書士市ノ澤事務所

茨城県石岡市鹿の子４丁目５番１号
茨城司法書士会所属 司法書士 市ノ澤 創

0299-56-4333

遺言
不動産の名義変更

抵当権の抹消



9 広報おみたま　2026.3

政策企画課　企画調整係

☎0299-48-1111　（内線1233）

問

市統計調査員が統計功労者として表彰されました

（左から）島田市長、荻沼 勝一さん、川名 広光さん、

安岡 博仁さん

防災管理課　危機管理係

☎0299-48-1111　（内線1014）

問

（一社）日本キッチンカー経営審議会と災害連携協定を締結

災害時の炊き出し体制を強化

（左から）佐
さ さ き

々木 剛
つよし

 副理事長、島田市長

市の統計調査員3名が、統計功労者として表彰

を受け、市長より伝達を行いました。

統計調査活動において、顕著な功績が評価さ

れ、今回の受賞となりました。

■農林水産大臣表彰

荻
お ぎ ぬ ま

沼 勝
か つ い ち

一さん（鷺沼）

■茨城県知事表彰

川
か わ な

名 広
ひ ろ み つ

光さん（高場）

■茨城県統計協会総裁表彰

安
や す お か

岡 博
ひ ろ ひ と

仁さん（隠谷）

1月28日、一般社団法人日本キッチンカー経営

審議会と「災害時におけるキッチンカーによる物

資の供給等に関する協定」を締結しました。

この協定により、災害発生時にはキッチンカー

による炊き出しの実施や防災訓練への協力な

ど、災害時対応の体制強化を図ります。

45年45年
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■株式会社つくば電気通信（本社：土浦市）

事業内容…電気工事、電気通信工事、消防施設

　　　　　　　  工事業など

寄附の使い道…交通安全対策事業、英語指導助

　　　　　　　　　　  手派遣事業

■株式会社テックホールディングス

（本社：土浦市）

事業内容…（株）つくば電気通信グループ企業の

　　　　　　　　経営管理

寄附の使い道…英語指導助手派遣事業

■シエンプレ株式会社（本社：東京都）

事業内容…デジタル・クライシス対策事業、サイレ

　　　　　　　  ントクレーム対策事業など

寄附金額…10万円

寄附の使い道…サイクリングイベント事業

■株式会社セイコーマート（本社：北海道）

事業内容…�セイコーマートチェーン本部事業・店

舗運営事業など

寄附の使い道…移住促進住宅取得助成事業

■株式会社ウエストエネルギーソリューション

（本社：広島県）

事業内容…太陽光発電の企画・建設など

寄附金額…100万円

寄附の使い道…外出支援サービス事業

■株式会社求人ジャーナル（本社：群馬県）

事業内容…�広告代理店・求人情報サイトの運営

など

寄附の使い道…女性活躍推進事業

※寄附金額の記載がない企業は、申し出により非公開

企業版ふるさと納税を活用して市に寄附をいただいた企業をご紹介します。寄附金は、企業の皆さまの意

向に沿い、市の事業に活用します。

政策企画課　ふるさと納税係　

☎0299-48-1111　（内線1231）

問

株式会社つくば電気通信・株式会社テックホールディングス

植
う え た

田 利
としあつ

収 代表取締役社長（写真左）

株式会社ウエストエネルギーソリューション

永
ながかわ

川 載
のりよし

允 茨城支店 次長（写真中央）、田
た な べ

邉 進
すすむ

 茨城支店 

課長（写真左）

たくさんの企業から応援をいただいています

詳しくはこちら ▶

ID 0 0 7 8 7 2
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小川北義務教育学校8年生が

いばらきっ子郷土検定県大会に出場

生涯学習課　生涯学習係

☎0299-48-1111　（内線2264）

問

新入学児童にランドセルを贈呈しました

6色のランドセル

よつば幼稚園

元気っ子幼稚園

生涯学習課　生涯学習係　

☎0299-４８-１１１１　（内線2263）

問

2月7日、ザ・ヒロサワ・シティ会館で「令和7年

度いばらきっ子郷土検定県大会」が開催され、

小川北義務教育学校8年生が市代表校として

6年連続で出場しました。本大会は、中学2年

生を対象に、茨城県の歴史や文化、産業などを

楽しみながら学び、郷土への愛着と誇りを育む

ことを目的としています。

代表生徒の吉
よ し む ら

村 律
り つ き

希さんは、「みんなで力を合

わせてがんばりました」と大会を振り返りました。

入学祝いと子育て世帯支援策「おみたまっ子応

援パッケージ」の一環として、今春の新入学児

童326名にランドセルを贈りました。ランドセル

は各学校の保護者説明会や元気っ子幼稚園・

よつば幼稚園の贈呈式で配布されました。

贈呈式では、保護者が見守る中、園児一人ひと

りに市長や教育長からランドセルが手渡され、

子どもたちは６色の中から自由に選んだラン

ドセルを笑顔で受け取っていました。これから

６年間、ランドセルと一緒に楽しい学校生活を

送ってくれることを願います。
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魅力発信課　シティープロモーション係　

☎0299-48-1111　（内線1252）

問

防災管理課　市民安全係　

☎0299-48-1111　（内線1015）

問

茨城キリスト教大学の学生が市内でフィールドワーク

イベントなどに車両侵入阻止装置をご利用ください

12月19日、茨城キリスト教大学岩間ゼミの学

生11名が小美玉市を訪れ、地域活性化の現場

を学ぶフィールドワークを行いました。

学生は、下玉里のゲストハウス「藤右衛門」で

開業の経緯などの説明を聞いた後、小川商店

街周辺のまち歩き、茨城空港の見学、岡田鈑金

（株）で外国人技能実習生の話を聞くなど、市

内を巡りながら地域活性化や交流促進の取り

組みを学びました。

昨年に続き参加した瀬谷 梓さんと齋藤 充帆さ

んは「前回訪れた場所でも、今年は見方が変わ

り新たな発見があった。市民の視点から紹介し

てもらえたことで、より理解が深まった」と感想

を語りました。

企業版ふるさと納税の寄附金を活用し、車両侵

入阻止装置を購入しました。

イベントなどを行う団体や行政区などに無料で

貸し出しますので、交通事故防止のためにご活

用ください。

■車両侵入阻止装置

車の通り道や敷地内に設置し、関係者以外の

車が入らないようにするとともに、通行止めで

あることを知らせるための資材です。

小美玉市初の
児童発達支援
センター

ＯＰＥＮ！
小美玉
つなぐ園

☎
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霞ケ浦二橋の早期実現へ　要望活動を実施しました

政策企画課　政策推進係

☎0299-48-1111（内線1231）

問

食生活を見直し健康づくりのきっかけに

ヘルスメイト展を開催

健康増進課　健康支援係

☎0299-48-0221　（内線4003・4004）

問

詳しくはこちら

ID 0 1 0 2 7 2

１月１7日、食を通じた健康づくりを啓発するヘ

ルスメイト展が四季健幸館 浅美運輸Spaで開

催され、多くの来場者で賑わいました。会場で

は、主催の市食生活改善推進協議会が特産品

を使った試食の提供、骨密度測定の他に、1日

の野菜摂取目標量である３５０ｇの計測などを

実施しました。参加者からは「日頃、野菜を摂っ

ているつもりだったが、朝と昼に不足しているこ

とが分かってよかった」などの感想があり、自身

の健康や食生活を見直す機会となりました。

2月6日、霞ケ浦二橋建設促進期成同盟の各首

長が茨城県庁を訪問し、霞ケ浦二橋の早期実

現のため、要望活動を行いました。霞ケ浦二橋

は、県総合計画に「構想路線」と示されているこ

とから、大井川県知事をはじめ県関係者に対

し、改めて事業の必要性を説明し、要望書を提

出しました。

■霞ケ浦二橋建設促進期成同盟とは

小美玉市を含む１１市町村で構成。千葉県から

圏央道を越え、霞ケ浦の２つの入江に橋を架

け、茨城空港を経た幹線道路（右図）の整備促

進に向けた活動を行っています。

AIおみたん       に
聞こう！

その問い合わせ、
みんなの質問で
かしこくなるよ

質問はこちらから ▶

小美玉市の魅力は？

元気？

ごみの

出し方

観光の

情報？

引っ越しの手続き

住民票をとるには？
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農地転用には許可申請が必要です

許可を得ずに転用した場合、3年以下の拘禁

刑または300万円以下の罰金（法人の場合は1

億円以下）という罰則があります。

転用をお考えの方は農業委員会事務局までご

相談ください。

ストップ！農地の違反転用

令和7年度農業委員会視察研修

女性農業者から学ぶ「新しい農業経営」

農業委員会事務局

☎0299-４８-１１１１　（内線1502・1503）

問

▶研修を終えて

を育てることにつながります。 水野さんが大

切に育てた野菜を見ていると、 「このブロッ

コリー、 美味しい」 という会話が聞こえる食

卓を想像することができました。 視察研修

を通じて、 女性農業者としての熱い思いを

感じました。

して休耕地を借り、農業に興味を持つ女性

たちと一緒に働きたいとの思いから、野菜作

りを始めました。作った野菜は、直売所やJA

での販売のほか、学校給食の食材としても

使われています。子育て中でもできる農業を

目標としている水野さんをたくましく思い、こ

れからも頑張ってほしいと感じました。

農業委員 田
た む ら

村 智
と も こ

子

農地利用最適化推進委員

皆
か い と う

藤 和
か ず こ

子

水野さんは子育てと農業の

喜びを感じながら、 ブロッコ

リーをはじめ、 さまざまな野

菜を作っていました。 食は命

近年、農家の高齢化に伴い

耕作放棄が増えています。水

野さんは農地再生の一歩と

水野さん（写真右）から説明を聞く委員

圃場見学の様子（ブロッコリー畑）

農地の適正管理をしましょう

農地の手入れがされていないと…

雑草や害虫が発生し、周辺の迷惑になります。

不法投棄・火災の原因になります。

※農地所有者や借主の方は、農地の耕作や除

草などの手入れをお願いします。

12月3日、市女性農業委員・農地利用最適化

推進委員による初の合同視察研修を行いまし

た。研修先では、石岡市で農業を営む女性農

業者、水
み ず の

野 真
ま ゆ み

由美さん（めいファーム 代表）の

もとへ訪問し、「独自の視点を活かした新たな

農業経営」について学びました。

「やりがいを感じるときは？」との質問に水野さ

んは「出荷先が増えたり、学校給食の食材とし

て子どもたちに食べてもらえるときです」と答え

ました。また、「女性ができる、子育て中でもで

きる農業」のモデルケースになりたいと力強く語

りました。参加した委員からは「水野さんの説明

は大変勉強になった」との声が寄せられ、有意

義な研修となりました。
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竹内 綸那 (堅倉小　3年) 令和7年度建設現場を描いた図画コンクール　第3学年の部　優秀賞

小池 悠太 (堅倉小　4年) 令和7年度建設現場を描いた図画コンクール　第4学年の部　優秀賞

朝倉 愛椛 (堅倉小　4年) 令和7年度建設現場を描いた図画コンクール　第4学年の部　優良賞

小池 芽依 (堅倉小　4年) 令和7年度建設現場を描いた図画コンクール　第4学年の部　最優秀賞

小松 己桜 (羽鳥小　1年) 第61回JA共済茨城県小・中学生書道コンクール　銀賞

新井 尊琉 (羽鳥小　5年) 第61回JA共済茨城県小・中学生書道コンクール　銅賞

長友 結愛 (羽鳥小　6年) 第75回「社会を明るくする運動」作文コンテスト　茨城県BBS連盟会長賞

谷島 悠介 (納場小　2年)
地域安全マップコンクール2025　茨城県教育委員会教育長賞

谷島 瑛太 （納場小　４年）

金窪 莉 （小川南小　５年） 第16回いっしょに読もう新聞コンクール　茨城県地方審査会　優秀賞

井坂 玲那 （小川南小　５年） 第16回いっしょに読もう新聞コンクール　茨城県地方審査会　優良賞

井坂 百葉 (小川南小　5年) 第75回「社会を明るくする運動」作文コンテスト　茨城県教育長賞

前島 葵 （小川南小　５年）
令和７年度茨城県下水道促進週間コンクール　書道部門　知事賞特選

第61回JA共済茨城県小・中学生書道コンクール　銅賞

前島 楓 （小川南小　４年） 第61回JA共済茨城県小・中学生書道コンクール　銅賞

幡谷 怜蘭 （小川南中　１年） 茨城県中学校新人体育大会　テニス（硬式）の部　女子団体　準優勝

井能 真穂 （小川南中　３年）
第50回「ごはん・お米とわたし」作文・図画コンクール

図画部門３部優秀賞※全国応募総数39,170点から選出

鈴木 舜吏 （美野里中　３年） 令和７年度税についての作文茨城県納税貯蓄組合連合会　会長賞

新井 純麗 (美野里中　1年) 第61回ＪＡ共済茨城県小・中学生書道コンクール　条幅の部　銀賞

稲山 雪乃 (美野里中　1年) 第61回ＪＡ共済茨城県小・中学生書道コンクール　半紙の部　銅賞

青木 和穂 (玉里学園　7年)
第44回全国中学生人権作文コンテスト茨城県大会　最優秀賞

第44回全国中学生人権作文コンテスト中央大会　奨励賞

山口 夢蘭 (玉里学園　9年) 第75回「社会を明るくする運動」作文コンテスト　特別賞

鬼澤 龍之介 (玉里学園　9年) 全国間税会総連合会令和７年度税の標語　入選

藤枝 志麻 (玉里学園　2年) 令和7年度人権メッセージ　小学校低学年部門　優秀賞

小川南中

上垣内 結規(2年)、鈴木 慶貴（２年）、高須 侑（２年）

令和７年度茨城県新人体育大会軟式野球競技

準優勝

文部科学大臣杯第17回全日本少年春季軟式野球大会

出場 

美野里中

小林 巧芽(2年)、田村 怜摩（２年）、野澤 理来（２年）

村尾 優樹（２年）、ディオン デ シルヴァ（２年）

飯田 柊吾（１年）、池田 悠人（１年）

小川北

新井 悠仁(８年)、大塚 聖尊（８年）

玉里学園

大内 啓輔（８年）、大内 悠輔（８年）、亀井 歩叶（８年）

渡邉 航（８年）、伊藤 悠真（７年）、大圖 圭史郎（７年）

髙橋 世梛（７年）、土田 颯（７年）、矢口 結斗（７年）

多分野で活躍した児童生徒を紹介します

さまざまな分野で活躍している市内の小 ・ 中 ・

義務教育学校の児童生徒が羽鳥教育長とともに

市長を表敬訪問しました。 受賞内容や好成績を

収めての感想、 日頃の取り組みなどについて報

告しました。

教育指導課　指導係

☎0299-４８-１１１１　（内線2232）

問
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後期課程緋秋祭を終えて前期課程緋
ひ し ゅ う さ い

秋祭を終えて

21

1 前期課程緋秋祭のソーラン節　　2 後期課程緋秋祭の有志発表　　3 合唱コンクール

3

学校紹介

玉里学園義務教育学校

教育指導課　指導係　☎0299-48-1111　（内線2234）問

校章解説：「玉」は、学校名である「玉里」を

表し、筑波山と霞ケ浦の波は、清らかな情

景と恵まれた自然を表現しています。

後期課程緋秋祭実行委員長　9年

石
い し つ か

塚 瑛
え い た

太 さん

前期課程緋秋祭実行委員長　６年

中
な か た

田 咲
さ く ら

良 さん

１０月１８日に後期課程の緋秋祭が行われまし

た。今年のスローガン「一
い っ し ん

心響
きょうおん

音」の通り、みんな

の心が一つになり、最高に盛り上がった緋秋祭

になったと思います。短期間で、工夫して練習や

準備をしてきた成果が、しっかりと伝わったと思

います。笑顔と拍手であふれる行事になったの

は、参加した全員の努力と協力のおかげです。

先生方をはじめ、支えてくださった皆さんに心か

ら感謝します。この経験を通して感じた達成感

やつながりをこれからの学校生活に生かしてい

きたいと思います。

「感動　～成長した自分たちを伝えよう～」のス

ローガンのもと、児童全員が一丸となり、家族や

教育活動を支援してくれている方々へ、日頃の

感謝を伝える場となりました。集団活動を通し

て、責任感や協調性を表現する場でもあり、各

学年で協力し合い、より良い発表を目指して、練

習に励んできました。緊張でいつも通りの表現

ができなかったかもしれませんが、私たちを支え

てくれている皆さんに最大限の感謝を伝えられ

るように精一杯頑張れたと思います。全員が笑

顔で終わることのできた緋秋祭になりました。

■QRコードの使い方
①スマホでカメラや
　QRコード読み取りアプリを起動
②QRコードにスマホをかざす
③画面に読み取り結果が出てきたら、
　そこをタップ！

QRコードを
読み取ってみよう！

スマートフォンをお持ちの方！

広報おみたまは、より詳細な情報をお伝
えするためにホームページとの連携とし
て、QRコードを掲載しています。
※QRコードは株式会社デンソーの登録商標です

■配信内容
防災 …気象情報、災害情報、避難情報
火災 …出火や鎮火に関する情報
防犯 …犯罪発生情報、犯罪の予兆情報
市からのお知らせ…市政やイベント情報

メール配信サービス
に登録しませんか？

スマホに小美玉市の情報が届く

登録方法
配信希望のジャンルを選択
して、メールアドレスを入力
すれば登録完了です。
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パブリックコメント（意見公募） の結果報告
実施期間：令和7年12月15日～令和8年1月14日

小美玉市行革・DX推進計画～第５次小美玉市行財政改革大綱・第２次小美玉市DX推進計画～（案）

地球温暖化対策実行計画（区域施策編）（案）

第２次小美玉市空家等対策計画（案）

第４次小美玉市地域福祉計画（案）　

小美玉市こども計画（案）

市の考え方

市の考え方

市の考え方

市の考え方

市の考え方

市の考え方

ロボットやAI等による無人化・省人化は業務効率化に

繋がるので積極的に推進してほしいが、DXは選定や

導入の負担が大きいため、国や県、複数市町村といっ

た広域的に連携できる仕組みが必要ではないか。

新築工場・住宅は屋根ソーラーを義務化するべき。霞

ケ浦湖上のメガソーラーは有望と考える。大規模CO2

削減となる現実施策も検討するべきです。

再生可能エネルギーが太陽光だけであるが、バイオマ

ス発電のポテンシャルも小美玉市においては大きいと

思うので、記載すべきではないか。

空き家になる前から対策が必要。後継ぎがいない場

合には、家族含めて事前協議してもらったうえで空家

候補登録をしてもらい、住人が死去あるいは施設へ入

居等をすることになった段階で速やかに空き家バンク

に登録されて状態が悪化する前に新しい住民に引き

継がれた方が良いと思う。

福祉される、してもらうイメージではなく、各自の自由、

楽しみをサポートして健康寿命を最大化する仕組みが

大切と考えます。

ITや科学など、子どもの興味関心に応じた未来志向

の学びを支援すべきではないか。人口流動を前提に、

地域外へ出る選択も肯定しつつ、小美玉市の魅力を

高めて移住者を呼び込むことが重要であり、農地の集

約化や農業法人化による雇用創出も有効と考える。

ご意見のとおり、DX推進は、一時的に負担が増えることが想定されま

すが、県や複数市町村による共同調達など広域的な取り組みを推進し、

コスト削減と業務効率化・行政サービス向上を図ります。

再エネ導入にあたり、特定の民間施設及び場所・範囲を限定すること

や、導入を義務化することは考えておりません。いただいたご意見を参考

としながら、再エネ導入に関する法改正の動向なども踏まえ、必要な施

策を検討していきます。

導入想定量が比較的つきやすい太陽光発電を目標値として設定してお

り、本市の資源を活用し地域と共生するものについては導入を妨げるも

のではありません。法令を遵守し自然環境の保全と市民との合意形成

を図りながら計画を推進していきます。

ご意見のとおり、空き家になる前からの対策により、速やかに空き家バ

ンクへ登録されることは、空き家の利活用を推進するうえで重要です。所

有者等に対して幅広く周知・啓発を行います。

ご意見のとおり、各自の自由、楽しみをサポートし健康寿命を最大化す

る仕組みは大切です。本市は、地域住民による支え合いと世代を超えた

交流を促進し、地域力の向上を進めています。また、自助、互助、共助、公

助のバランスを踏まえ、すべての人が安心して暮らせる温かな地域共生

社会の実現を目指します。

市は、ICT教育や国際交流、福祉、道徳、キャリア教育など、時代に即し

た教育を継続して推進します。特にICT教育では、インターネット活用や

表現力の育成に取り組みます。これらの取り組みは総合計画の理念と

一致しますので、関連計画と連携しながら、こどもや若者が「住み続けた

い」「いずれ帰りたい」と思えるまちづくりを目指します。

ご意見

ご意見

ご意見

ご意見

ご意見

ご意見

行革デジタル推進課　行革デジタル推進係　☎0299-48-1111　（内線1283）問

環境課　環境衛生係　☎0299-48-1111　（内線1141）問

環境課　空家対策係　☎0299-48-1111　（内線1146）問

社会福祉課　社会福祉係　☎0299-48-1111　（内線3224）問

こども課 政策・指導係　☎0299-48-1111　（内線3241）問

すべてのご意見を　
閲覧できます ▶

ID 0 1 2 2 7 6
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小美玉市の物価高騰対策事業
詳しくはこちら ▶

ID 0 1 1 4 5 4

令和7年度実施事業

令和8年度実施予定事業　※令和8年３月の議会定例会にて審議・可決された後の実施となります。

市内の利用可能店舗で使用できる8,000円分の商品券

を1冊5,000円（プレミアム率60％）で販売します。

販売冊数：48,000冊。利用期間：令和8年11月末まで。

対象　令和８年１月１日時点で住民基本台帳に記載の

　　　　ある方。各世帯４冊まで購入可能です。

日程　令和8年４月上旬：全世帯に案内を郵送

　　　　6月上旬：市内郵便局、商工会で販売開始

※詳しくは案内をご確認ください。

市内の利用可能店舗で使用できる8,000円分の商品券

を支給します。利用期間：令和8年11月末まで。

対象　令和8年2月1日時点で住民基本台帳に記載があ

　　　　 り、令和8年3月31日時点で75歳以上の高齢者

日程　令和8年3月下旬：対象者に案内を郵送

　　　　6月：商品券を簡易書留で郵送

上水道料金のうち、月1,210円（基本料金の一部）を1年間

減免します。　※申請不要

対象　上水道使用者

実施期間　令和8年4月～令和9年3月検針分

防犯対策となる対象品目(防犯カメラ、センサー付きライ

ト、防犯フィルムなど)の購入費用を補助します。

※補助を受けるためには申請が必要です。補助決定通知を受け

てからの購入品が対象となります。

対象　申請日時点で住民基本台帳に記載があり、対象

　　　　品目を購入・設置する世帯

補助額　購入費用の1/2以内　（補助上限2万円）

　　　　　　※1世帯1回限り

申請期間　令和8年３月11日～令和9年２月28日

※申請方法は市ホームページ・チラシをご覧ください。

物価高騰の影響を受けている認定農業者・認定新規就農

者等を対象に、肥料や資材などの購入費用を支援します。

※対象者には郵送にて申請手続のご案内をしております。

コンビニエンスストアや庁舎のマルチコピー機での各証

明書発行手数料を300円から100円に減額します。

※利用にはマイナンバーカードが必要です。

対象となる証明書　住民票の写し、印鑑登録証明書、

　　　　　　　　　　　　　住民税課税（非課税）証明書、所得

　　　　　　　　　　　　　証明書

実施期間　令和8年4月～令和9年3月

元気再生プレミアム商品券事業

高齢者支援商品券支給事業

上水道料金負担軽減事業

防犯対策緊急支援事業

農業生産資材高騰対策支援事業

証明書発行手数料軽減事業

エネルギー・食料品価格などの物価高騰の影響を受けている方々を支援するため、国の
「重点支援地方交付金」を活用し、以下の事業を実施します。

商工観光課　商工企業誘致係

☎0299-48-1111　（内線1161）

問

介護福祉課　高齢福祉係

☎0299-48-1111　（内線3111～3113）

問

水道課　庶務係・業務係

☎0299-48-1111　（内線6203～6204）

問

防災管理課　市民安全係　

☎0299-48-1111　（内線1015～1016）

問

農政課　農政係

☎0299-48-1111　（内線1156）

問

市民課　窓口・記録係

☎0299-48-1111　（内線1112）

税務課　税務係

☎0299-48-1111　（内線1122）

問

1

2

3

5

4

6
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編集・発行　  小美玉市役所魅力発信課

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

地域の魅力発信に皆さんが取り組んでおり、人が明るく、地元
愛を感じました。みの～れは人が集い活躍できる工夫があり、
印象的な場所でした。（市内視察した茨城キリスト教大学生）

跡継ぎが育ち、世代を超えて人や思いが受け継がれている姿
が印象的でした。出会った人が市を思う様子に、まちの温かさ
と魅力を感じました。（市内視察した茨城キリスト教大学生）

Vol.58　「広がる」

4コマ小美玉暮らし

食品公社のソフトクリームが好きです。初めて食べたのは柚子
味で、美味しさと量の多さに驚きました。最近は毎月味が変わ
るたびに食べています。　教育指導課　江幡（入庁1年目）

「魅力ある地域づくり事業」にエールを送ります。自然や農
を大切にし、人が支え合い、新たな価値を生む市の挑戦を
応援します。千葉県60代（ふるさと納税応援メッセージ）

小美玉の日常をゆる～く描く4コマ漫画。小美

玉のクリエイターが３か月交代で担当します。

地元である小美玉市の広報紙

に4コマ漫画を掲載していた

だけて、大変光栄に思います。

ありがとうございます。

作者紹介　週末者

いばらきデザインセレクション2025に選定！

文化・芸術総合情報誌「おみたmagazine」

おみたmagazine ▼

010034ID

市民協働課　市民協働係　☎0299-48-1111（内線1134）問

文化芸術課（四季文化館みの～れ）

☎0299-48-4466

問

012225ID

詳しくはこちら▼

小美玉市の文化・芸術総合情報誌「おみた

magazine」が、県内の優れたデザインを選

ぶ「いばらきデザインセレクション2025」に

選定されました。企画・編集・取材・写真撮影

までを担う住民組織「みのンぱ編集局」の長

きにわたる活動と、地域に根ざした誌面づく

りが高く評価され今回の受賞となりました。

1月28日、編集局メンバーが市長のもとを訪

れ、受賞を報告。編集局長の藤田　佐知子さ

ん（写真左から3番目）は「おみたmagazine

には取材した方々や私たちの想いがたくさ

ん詰まっているので、今回の受賞はとても嬉

しい」と喜びを語りました。市長は「読者を惹

きつける誌面で、とても完成度が高くすばら

しい。今後も小美玉の魅力を伝え続けてほ

しい」と期待を寄せました。

ふじた さちこ

1月27日から29日の3日間、小美玉市台湾友好交流訪問団事業として、公募した市民20名

が台湾との交流を深めました。滞在中は、日本台湾交流協会、淡水区公所、新北市観光旅

遊局、農業部、教育部、外交部を訪問し視察を行うとともに、淡水区長や各省庁の副大臣な

どと意見交換を行いました。また、淡水国民中学では教育交流に関する協定書の締結式を

行い、交流の新たな一歩を踏み出しました。

参加団員からは、「温かい交流と貴重な学びの機会を得た。今後の台湾交流に活かしたい」と

いった声が寄せられました。これからも市民と行政が一体となって、国際交流の輪を広げてい

きます。

市民20名が台湾を訪問しました
小美玉市台湾友好交流訪問団事業

新北市淡水区との友好交流覚書

（MOU）締結と市制施行20周年

を記念し、市民が台湾との交流

に取り組むきっかけづくりとして

実施しました。

マ ガ ジ ン


